
　市民のみなさまへ
　市民のみなさまには、日ごろより市政にご理解とご協力をいた
だき、深く感謝申し上げます。
　平成27年度が始まり、早くも1か月が経ちました。市の各種事
業もスタートしておりますので、ここで「平成27年度予算特集
号」をお配りし、今年度の予算の概要と主な事業内容について、
お知らせいたします。みなさまから市政に対して一層のご協力と
ご提言をいただきますよう、お願い申し上げます。

　政府は平成27年度予算を、聖域を設けずに大胆に歳出を見直し、
無駄を最大限縮減し、民需主導の持続的な経済成長を促す施策の
重点化を図るとして編成しています。
　また、中期財政計画に基づき、国の一般会計の基礎的財政収支
をできる限り改善させるとして、「歳出の重点化・効率化と財政
の信認確保」を基本的な考え方としています。
　南魚沼市におきましても、国の施策の動向を踏まえ、「総合計画主要施策の着実な推進」と「財政健全
化と持続可能な財政構造の構築」を念頭に、「自然・人・産業の和で築く安心のまち」の実現に向けて、
①「医療再編の推進と子育て支援の充実」、②「教育施設の整備と統合中学の建設促進」、③「環境施設更
新計画の推進と有害鳥獣対策」、④「交通体系の整備と道路橋りょう施設の維持管理」、⑤「農業及び商工
業の振興と雇用の促進」、⑥「防災体制の強化と人口対策」を重点施策として、平成27年度予算を編成い
たしました。
　今年度は、新市立病院整備事業、養護老人ホーム魚沼荘改築事業、消防救急無線デジタル化事業などの
継続事業に加え、統合中学校（八海中学校）の建設工事を開始することから、一般会計は前年度比98.8％
で、4億1,900万円を減額した344億9,300万円で編成し、過去最高となりました前年度に次ぐ予算額となっ
ております。
　平成26年は市制施行10周年の節目の年でした。各種の10周年記念事業により、市民の一体感の醸成と
さらなる郷土愛の育成を図り、新市の土台づくりの一区切りとすることができました。そして、本年は新
たな出発の年となります。魚沼基幹病院や市民病院の開院による医療再編が実現し、充実した医療体制が
スタートします。また、第1次南魚沼市総合計画の最終年にあたり、土台づくりの10年を振り返り、次の
10年の具体的な施策を策定することとなります。
　くしくも今年は、地方自治体にとって国の提唱する「地方創生元年」であり、5か年計画である国の総
合戦略もスタートします。国は、「東京一極集中を是正」「若い世代の就労・結婚・子育ての希望を実現」
「地域の特性に即した地域課題の解決」という3つの基本視点に立ち、地方創生をめざしております。南
魚沼市も将来にわたって発展していけるよう、子どもを安心して産み・育てられ、生涯住み続けたいと思
う「地域完結型社会」を実現するために、職員一丸となって全力で取り組んでまいります。
　市民のみなさまからも引き続き南魚沼市の発展に向けてご協力いただきますよう、お願いいたします。

� 南魚沼市長　 　
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～ 前年度比 1.6％（10億5,328万円）減 ～
� 【問合せ】　財政課�財政係　☎773－6671

� 年 度 等

区　　分�

平成27年度
（Ａ）

平成26年度
（Ｂ）

比　　較
増減額

（Ａ）－（Ｂ）
増減率
（％）

一　　般　　会　　計 344億9,300万円 349億1,200万円 △�4億1,900万円 △�1.2

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 65億 800万円 60億5,800万円 4億5,000万円 7.4

後期高齢者医療 4億8,700万円 4億8,100万円 600万円 1.2

介 護 保 険 61億7,400万円 62億6,400万円 △�9,000万円 △�1.4

城 内 診 療 所 1億5,480万円 3億6,700万円 △�2億1,220万円 △�57.8

下 水 道 56億1,300万円 58億7,200万円 △�2億5,900万円 △�4.4

小　　　計 189億3,680万円 190億4,200万円 △�1億 520万円 △�0.6

公　
営　
企　
業　
会　
計

水 道 事 業

収　益 22億1,091万円 22億8,142万円 △7,051万円 △�3.1

資　本 19億2,115万円 18億5,871万円 6,244万円 3.4

計 41億3,206万円 41億4,013万円 △807万円 △�0.2

病　

院　

事　

業

ゆきぐに
大和病院
事　　業

収　益 29億7,276万円 42億8,293万円 △�13億1,017万円 △�30.6

資　本 1億3,439万円 5億5,930万円 △�4億2,491万円 △�76.0

計 31億 715万円 48億4,223万円 △�17億3,508万円 △�35.8

市民病院
事　　業

収　益 15億 773万円 0 15億 773万円 皆増

資　本 27億 635万円 30億円 △�2億9,365万円 △�9.8

計 42億1,407万円 30億円 12億1,407万円 40.5

小　　　計 114億5,328万円 119億8,236万円 △�5億2,908万円 △�4.4

合　　　　計 648億8,308万円 659億3,636万円 △�10億5,328万円 △�1.6

注）水道事業会計と病院事業会計は支出ベースで記載してあります
　　各区分の端数処理の関係で、合計が一致しない場合があります（次ページ以降も同様）

会計別予算一覧表

平成27年度　南魚沼市の当初予算総額

648億8,308万円
予算特集号
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� 年 度 等

区　　分�

平成27年度 平成26年度 比　　較
予算額�
（Ａ）

構成比�
（％）

予算額�
（Ｂ）

構成比�
（％）

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

増減率�
（％）

1 市税 71億4,679万円 20.7 72億7,456万円 20.8 △�1億2,777万円 △�1.8
2 地方譲与税 2億9,800万円 0.9 3億1,020万円 0.9 △�1,220万円 △�3.9
3 利子割交付金 1,010万円 0.0 1,332万円 0.0 △�322万円 △�24.2
4 配当割交付金 2,090万円 0.1 1,729万円 0.1 361万円 20.9

5 株式等譲渡所得割
交付金 1,000万円 0.0 285万円 0.0 715万円 251.0

6 地方消費税交付金 8億8,000万円 2.5 6億5,760万円 1.9 2億2,240万円 33.8
7 自動車取得税交付金 3,980万円 0.1 4,065万円 0.1 △�85万円 △�2.1
8 地方特例交付金 1,980万円 0.1 2,160万円 0.1 △�180万円 △�8.3
9 地方交付税 106億6,180万円 30.9 105億1,300万円 30.1 1億4,880万円 1.4

10 交通安全対策特別交付金 850万円 0.0 853万円 0.0 △�3万円 △�0.4

11 分担金及び負担金 5億3,603万円 1.6 5億4,965万円 1.6 △�1,362万円 △�2.5
12 使用料及び手数料 7億9,956万円 2.3 5億1,517万円 1.5 2億8,439万円 55.2
13 国庫支出金 30億4,653万円 8.8 26億8,880万円 7.7 3億5,773万円 13.3
14 県支出金 20億9,515万円 6.1 22億3,313万円 6.4 △�1億3,798万円 △�6.2
15 財産収入 1億7,234万円 0.5 7,559万円 0.2 9,675万円 128.0
16 寄附金 4千円 0.0 3千円 0.0 1千円 33.3
17 繰入金 7億8,711万円 2.3 14億1,955万円 4.1 △�6億3,243万円 △�44.6
18 繰越金 1億5,000万円 0.4 1億5,000万円 0.4 0 0.0
19 諸収入 28億1,618万円 8.2 44億2,971万円 12.7 △�16億1,353万円 △�36.4
20 市債 49億9,440万円 14.5 39億9,080万円 11.4 10億 360万円 25.1

合　　計 344億9,300万円 100.0 349億1,200万円 100.0 △�4億1,900万円 △�1.2

一般会計歳入予算の状況

歳入総額

344億
9,300万円

自主財源

124億
801万円
（36.0%)

依存財源

220億
8,498万円
（64.0%)

市税
71億4,679万円（20.7％）

その他（地方消費税交付金、
　　地方譲与税、各種交付金）
12億8,710万円（3.7％）

諸収入
28億1,618万円（8.2％）

使用料及び手数料
7億9,956万円（2.3％）
繰入金
7億8,711万円（2.3％）
分担金及び負担金
5億3,603万円（1.6％）
その他（繰越金、
　　財産収入、寄附金）
3億2,234万円（0.9％）

県支出金
20億9,515万円（6.1％）
国庫支出金
30億4,653万円（8.8％）

市債
49億9,440万円（14.5％）

地方交付税
106億6,180万円（30.9％）

一般会計歳入予算構成比

予算特集号
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� 年 度 等

区　　分�

平成27年度 平成26年度 比　　較
予算額�
（Ａ）

構成比�
（％）

予算額�
（Ｂ）

構成比�
（％）

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

増減率�
（％）

1 議会費 1億9,149万円 0.6 1億8,749万円 0.5 400万円 2.1

2 総務費 61億3,573万円 17.8 63億1,413万円 18.1 △�1億7,840万円 △�2.8

3 民生費 84億2,212万円 24.4 81億4,154万円 23.3 2億8,058万円 3.4

4 衛生費 52億1,059万円 15.1 65億5,063万円 18.8 △�13億4,004万円 △�20.5

5 労働費 2,777万円 0.1 4,652万円 0.1 △�1,875万円 △�40.3

6 農林水産業費 13億8,612万円 4.0 14億4,090万円 4.1 △�5,478万円 △�3.8

7 商工費 3億2,976万円 1.0 4億4,310万円 1.3 △�1億1,334万円 △�25.6

8 土木費 38億1,562万円 11.1 35億7,951万円 10.3 2億3,611万円 6.6

9 消防費 7億3,578万円 2.1 6億7,577万円 1.9 6,001万円 8.9

10 教育費 31億2,067万円 9.0 23億4,681万円 6.7 7億7,386万円 33.0

11 災害復旧費 554万円 0.0 2,158万円 0.1 △�1,604万円 △�74.3

12 公債費 49億8,193万円 14.4 51億 393万円 14.6 △�1億2,200万円 △�2.4

13 諸支出金 6,989万円 0.2 10万円 0.0 6,979万円 69,790.0

14 予備費 6,000万円 0.2 6,000万円 0.2 0 0.0

合　　計 344億9,300万円 100.0� 349億1,200万円 100.0� △�4億1,900万円 △�1.2

一般会計歳出予算の状況

歳出総額

344億
9,300万円

民生費
84億2,212万円（24.4％）

消防費
7億3,578万円（2.1％）

総務費
61億3,573万円（17.8％）

農林水産業費
13億8,612万円（4.0％）
教育費
31億2,067万円（9.0％）
土木費
38億1,562万円（11.1％）

公債費
49億8,193万円（14.4％）

衛生費
52億1,059万円（15.1％）

その他（商工費、議会費、諸支出金
　　　予備費、労働費、災害復旧費）
6億8,445万円（2.0％）

一般会計歳出予算構成比（目的別）

⃝目的別分類

予算特集号
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� 年 度 等

区　　分�

平成27年度 平成26年度 比　　較
予算額�
（Ａ）

構成比�
（％）

予算額�
（Ｂ）

構成比�
（％）

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

増減率�
（％）

1 人件費 51億1,035万円 14.8 51億5,014万円 14.8 △�3,979万円 △�0.8

2 物件費 46億1,130万円 13.4 41億1,898万円 11.8 4億9,232万円 12.0

3 維持補修費 12億7,772万円 3.7 13億 217万円 3.7 △�2,445万円 △�1.9

4 扶助費 44億5,960万円 12.9 45億9,857万円 13.2 △�1億3,897万円 △�3.0

5 補助費等 29億5,916万円 8.6 26億9,273万円 7.7 2億6,643万円 9.9

6 普通建設事業費 63億3,679万円 18.4 66億2,669万円 19.0 △�2億8,990万円 △�4.4

7 災害復旧費 554万円 0.0 2,158万円 0.1 △�1,604万円 △�74.3

8 公債費 50億1,193万円 14.5 51億7,393万円 14.8 △�1億6,200万円 △�3.1

9 積立金 94万円 0.0 5,229万円 0.1 △�5,135万円 △�98.2

10 投資及び出資金 5億4,820万円 1.6 7億8,060万円 2.2 △�2億3,240万円 △�29.8

11 貸付金 7,520万円 0.2 1億5,760万円 0.4 △�8,240万円 △�52.3

12 繰出金 40億3,627万円 11.7 41億7,672万円 12.0 △�1億4,045万円 △�3.4

13 予備費 6,000万円 0.2 6,000万円 0.2 0 0.0

合　　計 344億9,300万円 100.0� 349億1,200万円 100.0� △�4億1,900万円 △�1.2

歳出総額

344億
9,300万円

普通建設事業費
63億3,679万円（18.4％）

維持補修費
12億7,772万円（3.7％）

人件費
51億1,035万円（14.8％）

補助費等
29億5,916万円（8.6％）
繰出金
40億3,627万円（11.7％）

扶助費
44億5,960万円（12.9％） 公債費

50億1,193万円（14.5％）

その他（投資及び出資金、貸付金、
　　　予備費、災害復旧費、積立金）
6億8,988万円（2.1％）

物件費
46億1,130万円（13.4％）

⃝性質別分類

一般会計歳出予算構成比（性質別）

予算特集号
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保
健
・
医
療
・
福
祉

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る
健
康
・

支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち

第 章1◇
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　

平
成
２６
年
度
地
方
創
生

継
続�

５
５
５
万
円

　

体
外
受
精
・
人
工
授
精
な
ど
の
不
妊
治

療
に
対
し
て
、
県
の
補
助
事
業
と
あ
わ
せ

て
、
引
き
続
き
助
成
を
行
い
ま
す
。
新
た

に
不
育
症
治
療
費
に
も
、
保
険
適
用
外
治

療
を
行
っ
た
場
合
の
治
療
費
の
一
部
助
成

を
開
始
し
、
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
自
殺
予
防
対
策
事
業

継
続�

４
４
万
円

　

こ
の
地
域
の
重
要
課
題
と
し
て
、
県
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
協
働
し
、
啓

発
を
進
め
ま
す
。
医
師
な
ど
に
よ
る
専
門

相
談
会
や
予
防
講
演
会
な
ど
も
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

◇
新
市
立
病
院
整
備
事
業

継
続�

１
４
億
１
，７
２
０
万
円

　

南
魚
沼
市
民
病
院
の
１１
月
開
院
に
向
け

て
、
病
院
本
体
の
建
築
工
事
を
進
め
、
市

内
の
医
療
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

◇
保
育
園
等
施
設
整
備
事
業

拡
充�

１
億
４
，１
０
２
万
円

　

公
営
保
育
施
設
の
衛
生
設
備
・
空
調
機

器
な
ど
の
更
新
や
整
備
を
計
画
的
に
行
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
設
さ
れ
る
た
ん

ぽ
ぽ
保
育
園
（
私
立
・
仮
称
〔
坂
戸
地

内
〕）
の
施
設
整
備
に
補
助
を
行
い
、
保

育
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

平
成
２６
年
度
繰
越
事
業

�

１
億
９
，１
１
１
万
円

　

平
成
２６
年
度
の
国
の
補
正
予
算
を
活
用

し
、
野
の
百
合
保
育
園
（
私
立
）
の
施
設

整
備
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

◇
学
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業

拡
充�

９
，３
５
８
万
円

　

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
安
全
に

過
ご
す
た
め
の
学
童
保
育
施
設
を
、
必
要

に
応
じ
て
順
次
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
本

年
度
は
、
大
空
ク
ラ
ブ
〔
浦
佐
地
区
〕
の

新
築
と
、
北
辰
ク
ラ
ブ
〔
六
日
町
地
区
〕

と
お
お
さ
き
ク
ラ
ブ
〔
大
崎
地
区
〕
の
増

築
を
行
い
ま
す
。

◇
子
ど
も
・
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業 

継
続�

１
億
１
，９
１
９
万
円

平
成
２６
年
度
地
方
創
生

�

４
，０
０
０
万
円

　

子
ど
も
（
中
学
校
卒
業
ま
で
）
の
医
療

費
に
つ
い
て
、
県
の
医
療
費
助
成
制
度
と

あ
わ
せ
て
、
市
独
自
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

妊
産
婦
の
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
に

も
自
己
負
担
分
を
全
額
助
成
し
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

◇
私
立
認
定
こ
ど
も
園
事
業

拡
充�

２
億
３
，９
９
２
万
円

　

国
の
制
度
改
正
に
伴
い
、
私
立
幼
稚
園

振
興
事
業
に
加
え
、
私
立
認
定
こ
ど
も
園

事
業
を
新
た
に
開
始
し
、
新
制
度
に
あ
わ

せ
た
子
育
て
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◇
魚
沼
荘
改
築
事
業

継
続�

７
億
９
，８
５
０
万
円

　

施
設
完
成
に
向
け
て
、
引
き
続
き
本
体

と
外
構
工
事
を
進
め
ま
す
。

◇
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

新
規�

２
，２
６
６
万
円

　

本
年
度
に
施
行
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
き
、
現
に
生
活
に
困
窮

し
て
い
る
人
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
、

自
立
相
談
支
援
・
家
計
相
談
支
援
や
、
子

ど
も
の
学
習
支
援
、
住
居
確
保
給
付
金
の

各
事
業
を
行
い
ま
す
。

教
育
・
文
化

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

学
ぶ
喜
び
・
文
化
を
は
ぐ
く
む

喜
び
の
あ
る
ま
ち

第 章2◇
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

継
続�

３
億
５
，５
０
０
万
円

　

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
老
朽
化
し

た
小
学
校
の
大
規
模
改
造
事
業
を
計
画
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。
本
年
度
は
、
北
辰

小
学
校
と
浦
佐
小
学
校
の
体
育
館
大
規
模

改
造
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◇
統
合
中
学
校
建
設
事
業

継
続�

１
０
億
１
，０
１
５
万
円

　

城
内
・
大
巻
・
五
十
沢
地
区
の
統
合
中

重
点
事
業 

の 

概
要 

と 

予
算
額

※�
平
成
26
年
度
国
の
補
正
予
算
で
、
緊
急
経
済
対
策
と
地
方
創
生
の
取
組
み

分
と
し
て
予
算
化
し
た
事
業
は
、
平
成
２６
年
度
地
方
創
生�

と
し
て
金

額
を
計
上
し
て
い
ま
す
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学
校
で
あ
る
八
海
中
学
校
を
、
現
在
の
城

内
中
学
校
の
敷
地
を
活
用
し
て
整
備
し
ま

す
。
本
年
度
は
、
統
合
に
必
要
な
校
舎
増

築
分
の
建
設
工
事
に
着
手
し
、
平
成
２８
年

度
ま
で
の
２
年
間
継
続
事
業
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

◇
学
校
設
備
等
整
備
事
業

継
続�

１
億
６
４
３
万
円

　

平
成
２６
年
度
に
選
考
を
し
た
、
小
・

中
・
総
合
支
援
学
校
の
教
育
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
教
職
員
用
の

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
、

社
会
状
勢
に
適
応
し
た
教
育
環
境
整
備
や

教
育
内
容
の
充
実
化
を
進
め
ま
す
。

◇
非
構
造
部
材
耐
震
事
業

新
規�

４
，６
９
２
万
円

　

小
・
中
学
校
の
体
育
館
な
ど
の
吊
天

井
・
照
明
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
な
ど
、

建
物
の
非
構
造
部
材
に
つ
い
て
、
耐
震
点

検
と
耐
震
補
強
工
事
に
着
手
し
、
安
心
安

全
な
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

◇
社
会
教
育
施
設
大
規
模
改
修
事
業

新
規�

１
，３
２
０
万
円

　

本
年
度
は
、
塩
沢
公
民
館
と
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
今
後
の

施
設
整
備
の
方
向
性
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

◇
坂
戸
城
跡
整
備
事
業

継
続�

１
，４
８
６
万
円

　

坂
戸
城
跡
環
境
整
備
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
石
垣
の
解
体
調
査
に
着
手
す
る
と
と

も
に
、
内
堀
跡
の
土
砂
を
排
出
す
る
工
事

を
実
施
し
、
地
域
に
残
る
貴
重
な
文
化
財

の
保
護
に
努
め
ま
す
。

環
境
共
生

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

豊
か
な
自
然
と
と
も
に
生
き
、

１
０
０
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に

引
き
継
い
で
い
く
ま
ち

第 章3◇
し
尿
等
受
入
施
設
建
設
事
業

継
続�

２
，６
０
０
万
円

　

老
朽
化
し
た
し
尿
処
理
施
設
の
更
新
を

行
わ
ず
、
県
の
公
共
下
水
道
処
理
施
設
へ

直
接
投
入
す
る
た
め
、
し
尿
等
受
入
施
設

を
建
設
し
ま
す
。
平
成
３0
年
度
の
供
用
開

始
を
め
ざ
し
、
本
年
度
は
、
施
設
の
実
施

設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

◇
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業

継
続�

３
９
４
万
円

　

平
成
３５
年
度
の
運
用
開
始
を
目
標
に
、

魚
沼
市
・
湯
沢
町
と
と
も
に
、
広
域
で
の

次
期
処
理
施
設
建
設
に
向
け
て
、
ご
み
の

分
別
方
法
や
減
量
化
へ
の
取
組
み
方
法
、

ご
み
処
理
施
設
の
燃
焼
方
式
や
規
模
、
建

設
場
所
の
条
件
な
ど
に
つ
い
て
、
基
本
計

画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

◇
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
普
及
促
進
事
業

平
成
２６
年
度
地
方
創
生

継
続�

７
２
０
万
円

　

地
球
温
暖
化
対
策
、
東
日
本
大
震
災
後

の
電
力
需
給
対
策
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
を
進
め
る
た
め
に
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
へ
の
補
助
を
継
続
し
て

行
い
ま
す
。

◇
地
盤
沈
下
対
策
事
業

継
続�

２
６
４
万
円

　

水
準
測
量
を
実
施
し
、
地
盤
沈
下
の
状

況
を
引
き
続
き
観
測
し
ま
す
。
上
町
エ
コ

住
宅
で
実
施
し
て
い
る
地
下
水
熱
を
活
用

し
た
屋
根
融
雪
実
証
実
験
を
継
続
し
ま
す
。

◇
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

継
続�

２
，２
４
６
万
円

　

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
担
っ
て
い
る
猟
友

会
員
の
減
少
と
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、

新
規
の
狩
猟
免
許
等
取
得
費
用
の
一
部
補

助
や
、
免
許
更
新
時
の
技
能
講
習
費
の
助

成
を
継
続
し
、
担
い
手
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
や

各
集
落
組
織
へ
の
補
助
を
継
続
し
、
サ
ル

群
れ
の
追
跡
調
査
や
、
電
気
柵
設
置
に
よ

る
被
害
防
止
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と

も
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
よ
る
被

害
防
止
対
策
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

◇
交
通
安
全
対
策
事
業

新
規�

６
０
万
円

　

６５
歳
以
上
で
自
主
的
に
運
転
免
許
証
を

返
納
し
た
人
に
、
１
万
円
相
当
の
バ
ス
回

数
券
を
進
呈
し
、
免
許
返
納
制
度
の
活
用

促
進
と
、
安
全
運
転
意
識
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
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都
市
基
盤

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

安
全
・
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る

生
活
が
で
き
る
ま
ち

第 章4◇
道
路
橋
り
ょ
う
維
持
補
修
事
業

拡
充�
２
億
２
，３
０
８
万
円

　

平
成
２６
年
度
の
道
路
法
改
正
で
、
５
年

ご
と
の
点
検
が
義
務
化
さ
れ
た
橋
や
ト
ン

ネ
ル
な
ど
を
、
５
か
年
計
画
で
点
検
を
行

い
、
必
要
な
修
繕
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◇
街
路
新
設
改
良
事
業

継
続�

１
億
３
０
０
万
円

　

都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
街
路
（
道
路
）

の
改
良
を
行
い
、
市
民
生
活
の
利
便
性
向

上
を
図
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
新
沖
上
線

〔
六
日
町
地
区
〕
と
樋
渡
東
西
線
〔
塩
沢

地
区
〕
の
調
査
と
設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

◇
市
民
バ
ス
運
行
事
業

継
続�

１
億
１
，４
４
７
万
円

平
成
２６
年
度
地
方
創
生

�

３
５
０
万
円

　

本
年
度
か
ら
市
民
バ
ス
を
再
編
し
、
統

一
し
た
運
行
体
制
や
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性

を
基
本
に
運
行
し
て
い
ま
す
。
１0
月
か
ら

は
市
民
バ
ス
の
有
料
化
を
開
始
し
、
持
続

可
能
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
進
め
ま
す
。

◇
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

　

継
続�

５
，０
０
０
万
円

　

市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
と
、
住
宅
関

連
産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
的
に
、
市
内
業
者
に
よ
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
対
象
に
補
助
を
継
続
し

ま
す
。
本
年
度
か
ら
は
、
デ
ィ
ス
ポ
ー

ザ
ー
設
置
に
関
す
る
工
事
も
、
新
た
に
補

助
対
象
と
し
ま
す
。

産
業
振
興

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、

自
然
や
人
に
や
さ
し
く
力
強
い

産
業
の
ま
ち

第 章5◇
多
面
的
機
能
支
払
事
業

継
続�

３
億
１
，７
８
０
万
円

　

農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・

発
揮
を
図
る
た
め
、
そ
れ
を
支
え
る
地
域

活
動
や
生
産
活
動
の
継
続
、
自
然
環
境
の

保
全
な
ど
の
取
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

◇
農
地
中
間
管
理
事
業

継
続�

９
，４
５
０
万
円

　

機
構
集
積
協
力
金
を
交
付
し
、
地
域
の

担
い
手
と
な
る
農
家
に
農
地
集
積
を
促
進

し
ま
す
。
後
継
者
の
い
な
い
農
地
や
分
散

し
た
農
地
を
ま
と
ま
り
の
あ
る
形
で
利
用

で
き
る
よ
う
集
積
し
、
農
業
経
営
の
効
率

化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業
費

平
成
２６
年
度
地
方
創
生

拡
充�

１
０
０
万
円

　

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
利
活
用
を
促
進
す
る

た
め
に
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
と
ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
に
対
し
て
、
前
年
度

よ
り
上
限
額
を
引
き
上
げ
、
補
助
を
継
続

し
ま
す
。

◇
商
工
業
振
興
補
助
事
業

拡
充�

１
，８
４
０
万
円

　

商
工
会
の
経
営
指
導
員
設
置
や
事
業
運

営
へ
の
補
助
、
自
主
的
出
店
者
へ
の
家
賃

補
助
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

　

国
際
大
学
と
連
携
し
た
地
域
産
業
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
）
も
継
続

し
て
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
起
業

支
援
補
助
制
度
を
創
設
し
、
市
内
に
お
け

る
起
業
・
創
業
に
対
し
、
支
援
を
行
い
ま

す
。
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◇
企
業
対
策
事
業

継
続�

１
，３
４
３
万
円

　

市
内
へ
の
企
業
立
地
と
地
元
雇
用
を
促

進
す
る
た
め
、
立
地
企
業
に
地
元
新
規
雇

用
者
に
対
す
る
奨
励
金
や
用
地
取
得
費
の

補
助
を
継
続
し
ま
す
。

◇
地
域
消
費
喚
起
実
施
事
業
費

平
成
２６
年
度
地
方
創
生

新
規�

１
億
２
，２
７
２
万
円

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
と
飲
食
券
の

発
行
事
業
や
、
特
産
品
を
セ
ッ
ト
に
し
た

ふ
る
さ
と
名
物
商
品
の
販
売
事
業
を
、
国

の
緊
急
経
済
対
策
で
あ
る
地
域
消
費
喚

起
・
生
活
支
援
事
業
と
し
て
実
施
す
る
た

め
、
事
業
主
体
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

◇
観
光
振
興
事
業
費

平
成
２６
年
度
地
方
創
生

継
続�

８
１
５
万
円

　

グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
補
助
を
行
う

こ
と
で
、
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
の
定

着
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
・
市
民
参
画

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

市
民
と
築
く

あ
か
る
い
自
治
の
ま
ち

第 章6◇
庁
舎
整
備
事
業

継
続�

２
，４
３
１
万
円

　

現
庁
舎
を
活
用
し
、
効
率
的
な
行
政
運

営
を
行
う
た
め
、
各
庁
舎
の
設
備
更
新
、

改
修
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
本
年

度
は
、
本
庁
舎
の
電
話
設
備
の
更
新
工
事

な
ど
を
行
い
ま
す
。

平
成
２６
年
度
繰
越
事
業

�

６
，４
８
０
万
円

　

大
和
庁
舎
の
屋
上
防
水
工
事
を
行
い
、

庁
舎
機
能
の
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

◇
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

継
続�
６
，６
０
４
万
円

　

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
市
内
１２
の
地
域
づ
く
り
協
議

会
に
、
活
性
化
支
援
と
拠
点
支
援
の
交
付

金
を
交
付
し
ま
す
。
地
域
の
特
性
を
生
か

せ
る
よ
う
、
交
付
金
の
使
途
を
な
る
べ
く

限
定
せ
ず
、
自
主
的
に
活
用
で
き
る
よ
う

な
制
度
と
し
て
い
ま
す
。

◇
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

継
続�

４
億
８
２
３
万
円

　

国
が
進
め
る
平
成
２８
年
５
月
末
の
デ
ジ

タ
ル
化
移
行
に
備
え
、
無
線
移
動
局
な
ど

の
設
備
や
携
帯
無
線
機
の
整
備
を
行
い
、

本
年
度
中
の
事
業
完
了
を
め
ざ
し
ま
す
。

◇
消
防
団
運
営
事
業

新
規�

２
９
７
万
円

　

消
防
団
員
が
風
水
害
な
ど
で
活
動
す
る

際
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
本
年
度
か

ら
救
命
胴
衣
の
配
備
を
始
め
ま
す
。

◇
個
人
番
号
制
度
事
業

新
規�

２
，０
７
７
万
円

　

番
号
法
の
施
行
に
よ
り
、
各
種
公
共

サ
ー
ビ
ス
で
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

の
活
用
が
始
ま
り
ま
す
。
１0
月
に
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
へ
「
通
知
カ
ー
ド
」
に

よ
っ
て
、
個
人
番
号
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
２８
年
１
月
に
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
交
付
が
始
ま
り
、
制
度
の
本
格
的
運
用

が
開
始
し
ま
す
。

◇
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業

新
規�

５
１
９
万
円

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
住
民

票
な
ど
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
取

得
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
市
民
の

利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

◇
総
合
戦
略
策
定
事
業
費

平
成
２６
年
度
地
方
創
生

新
規�

１
，０
０
０
万
円

　

国
の
総
合
戦
略
に
合
わ
せ
て
、
南
魚
沼

市
版
の
総
合
戦
略
と
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
検

討
し
、
作
成
し
ま
す
。

◇
移
住
・
定
住
促
進
事
業
費

平
成
２６
年
度
地
方
創
生

新
規�

１
，０
０
０
万
円

　

都
市
部
か
ら
の
移
住
者
を
呼
び
込
む
こ

と
で
、
人
口
増
加
・
関
連
産
業
の
活
性
化

を
図
り
、
将
来
に
渡
っ
て
活
力
あ
る
南
魚

沼
市
を
築
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
協
議
会

を
設
置
し
、
事
業
化
に
向
け
て
の
調
査
・

研
究
な
ど
を
行
い
ま
す
。
特
に
、
南
魚
沼

版
プ
ラ
チ
ナ
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進
で
は
、

国
際
大
学
と
連
携
し
て
移
住
と
雇
用
の
拡

大
・
創
出
を
模
索
し
ま
す
。

個人番号カード（案）
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予算特集号



会 計 ・ 基 金 名
平成26年度末
残高見込額
（Ａ）

平成27年度
取崩し予定額
（Ｂ）

平成27年度
積立予定額
（Ｃ）

平成27年度末
残高見込額

（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ）
一般会計 61億5,886万円 7億5,637万円 94万円 54億 343万円
財政調整基金 18億 150万円 6億4,000万円 22万円 11億6,172万円
財政調整基金
（地域の元気臨時交付金）

0 0 0 0

減債基金 1億 386万円 0 2万円 1億 388万円
国際交流及び文化・
スポーツ基金

7,951万円 1,201万円 20万円 6,770万円

市民の文化・スポーツ
奨励棚村基金

8,784万円 436万円 50万円 8,398万円

医師修学基金 1,145万円 0 0 1,145万円
ふるさと基金 4億円 0 0 4億円
合併振興基金 34億7,280万円 1億円 0 33億7,280万円
愛プロジェクト推進基金 0 0 0 0
奨学金貸付基金 1億9,890万円 0 0 1億9,890万円
一般旅券発給事務印紙等
購買基金

300万円 0 0 300万円

国民健康保険特別会計 327万円 0 0 327万円

介護保険特別会計
貸　付 300万円 0 0 300万円
給　付 2億1,939万円 1,275万円 0 2億 664万円

下水道特別会計 1,000万円 1,000万円 0 0
水道事業会計 6,100万円 0 0 6,100万円
病院事業会計 2,290万円 0 0 ２,２90万円

合　　　計 64億7,842万円 7億7,912万円 94万円 ５7億 ２4万円

会計別基金の状況

会　　計　　名 平成26年度末
残高見込額

平成27年度
償還見込額

平成27年度
借入見込額

平成27年度末
残高見込額

一般会計 428億8,442万円 45億3,528万円 49億9,440万円 433億4,354万円
下水道特別会計 314億8,171万円 20億6,209万円 19億3,270万円 313億5,232万円
水道事業会計 126億2,864万円 12億9,274万円 7億3,150万円 120億6,740万円

病院事業会計
大和病院 8億6,563万円 1億1,839万円 9,520万円 8億4,244万円
市民病院 13億8,220万円 4,065万円 30億2,590万円 43億6,745万円

合　　　計 892億4,260万円 80億4,915万円 107億7,970万円 919億7,315万円

会計別長期借入金の状況

予算特集号
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